
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

研修会実施日  12 月６日（日）〜７日（月） 

           場所      箱根ホテル小涌園 

                   箱根町二ノ平 1297 

           参加者     2７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 神奈川県総合型スポーツクラブネットワーク 

ｸﾗﾌﾞﾏﾈｼﾞｬｰ研修会報告 

平成２７年度 



   一般社団法人神奈川県総合型スポーツクラブネットワーク 

 

I. 実施内容 

1. 開催日時  平成 27 年 12 月 6 日（日）14：00～20：30 

 

2. 開催場所  箱根ホテル小涌園 

            箱根町二ノ平 1297 

 

3. 出席クラブ＆人数 10 クラブ 以下略称 

          （寒川総合、善行大越、高津 SELF、港スポーツクラブ、 

           若葉台、よこすか総合、あすぽ、城下町、ライフネット 

           ＫＡＺ 関係者） 

          合計 27 名（宿泊 23 名） 

 

4. プログラム 

   6 日        14:00  開会あいさつ 

             クラブ交流会報告  

14：30 「総合型ＳＣの地域貢献と認知度向上策について」 

              一般社団法人 あすぽ 

                  15:30  ディスカッション 

         15:40 「ＫＳＮの今後のありかたについて考える」 

              ＫＳＮの現状の活動とあるべき姿 

              今後のＫＳＮの方向性 

         18:00  懇親会 

                 

   7 日     朝 解散 

 

II. 会議内容      

1. 「第 10 回 総合型スポーツクラブ交流会実施報告」 

・事務局より「実施報告」 

・来年度は、県立体育センターの改修工事で、今年同様の使用ができない。 

・１地域、１クラブに特化した交流会であれば、地域貢献、当該クラブの活性 

 化につながるのではないか。 

  

2. 「総合型ＳＣの地域貢献と認知度向上策について」        14：30 

              一般社団法人 あすぽ 山野 華鈴 

１）プレゼンテーション 

・ppt で作成したドキュメントにて「あすぽ」が日常的に実施している策を発

表した。認知度向上は、各クラブとも共通した課題の一つであり、あすぽ

では、地元での認知度向上のため、「広報物作成、配布」「各種媒体の利用」



「講座協力」「イベント協力」「Ｗｅｂの活用」を行っている。 

・今回は、講座協力とイベント協力に絞って説明があった。講座への協力や

イベントへの協力は、行政や各種団体が実施している講座やイベントに積

極的に関わっている。山北町、南足柄市の行政や関連団体と良好かつ強固

な信頼関係が構築出来ていることがわかる。 

・講座協力イベント協力をする意義は「地域のニーズにこたえること（地域

貢献）」「自治体の協力団体としてアップ」「スポーツ以外の切り口から存在

を知ってもらう」こととしている。 

・認知度向上は、一朝一夕にできるものではなく、以上のことを地道に継続

していく頃が必要と考える。 

２）ディスカッション 

   ・行政との信頼関係がよくわかった。 

   ・地場で地盤を固めることの重要性を改めて認識した。 

   ・横浜や平塚での事例が話に上がり、活発な議論が交わされた。 

 

3.  「ＫＳＮの今後のありかたについて考える」      15：40～17：00 

・ＫＳＮの役割・ミッションから現状の活動には、事務局としても反省点を 

多く感じている。本来、「あすぽ」の発表のとおり、各クラブが日常的に頑

張って活動していることを支援したり、パワーを集結するような活動をす

るべきだがこの点が出来ていない。今後の活動、あり方を皆で議論してほ

しい。 

     ＜ディスカッション（主な意見）＞ 

・ＫＳＮは、スポーツに関して会としてもっとイニシアティブをとるべきで

はないか。 

・イニシアティブとは具体的どのようなことを言うのか。 

・イニシアティブとは、各クラブにとってのメリットと言い換えてもいいか

もしれないが、例えば、広く認知度向上を図る取り組みや行政への政策提

言、各クラブへのアドバイス、各クラブからの相談先、各クラブから情報

収集し、県へ提供するようなプラットホーム的な役割等が考えられる。 

・事務局としての反省点だが、能動的に情報収集を行う事は出来ていない。 

・ＫＳＮの「会」としてというのは、事務局や理事会としてという事ではな

いことを認識してほしい。そういう意味では、各クラブの積極性は、ある

とは言えないのではないか。例えば、クラブとして積極的に情報を収集し

て、県やＫＳＮへ要望なり意見を上げたクラブがあるかと言えばないと思

う。クラブ自体に積極性がみられなければ、国も支援はしてくれないだろ

う。 

・ＫＳＮの立ち上げ時は、１つ１つのクラブではできないことをやる組織と

いう事だった。これが役割として分かり易いのではないか。 

・各クラブが単独でできないことや県や連絡協議会でもできないことがある。 

・また、来年度よりスポーツ課は、教育委員会から脱し、知事部局へ再編さ

れることが決定しているので、このタイミングも考慮し、総合型ＳＣとし

て何ができるか、ＫＳＮとしてなすべきかを考えるべきだ。 



・今後は、ＫＳＮ，各クラブとも受動的立場を捨て能動的に活動すること、

各クラブがＫＳＮに積極的に参画するように期待する。 

・来年度の情報誌発行は 2 度で継続、クラブ交流会も開催することで合意し

た。交流会の開催は県立体育センターの改修工事があるため、開催時期や

方法を地理解に一任する。 

 

4. ＜まとめ＞ 

・「総合型ＳＣの地域貢献と認知度向上策」「ＫＳＮの今後のありかたについ

て考える」の 2 テーマは、関連性もあり、それぞれ積極的な議論が交わさ

れた。地域貢献、認知度向上については、各クラブ共通した課題であり、現

在実施している施策が地道に継続していくことに集約される。ＫＳＮのや

るべきことも、こうした各クラブの課題を組織に加盟しているクラブが結

束して取り組めるようまとめあげるようなことと考える。 

・全国的な組織である全国スポーツクラブコミッション（ＪＳＣＣ：代表菊

地正氏）は、ＫＳＮを参考に設立され、認知度向上や自立化のために企業

との協業等新たな施策を実施する方向だ。ＫＳＮもできることを県内で対

応していくことを検討していきたい。 

 

以上 

＜夕食＆懇親会＞  18：00～20：30 
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添付資料 

 

    一般社団法人 あすぽ発表資料 

              

    写真     次ページ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜発表資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修会の様子＞ 

 

 

 



＜懇親会風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


